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1.研究の動機
　今、現在使われている風力発電のプロペラの枚
数は3枚である。そこで、３枚が一番効率の良い枚
数なのかを調べた。

2.研究の仮説
　プロペラの枚数が多いほうが風の受ける面積が
大きいため、プロペラの枚数に比例する。

3.実験方法
実験Ⅰ　風速測定

　サーキュレーターの風速設定「強」「中」の風速を

求める。サーキュレーターと風速計の距離を

100cmとし、5分間計測した。

実験Ⅱ　模型の作成

　紙コップを使ってプロペラの模型を作る。条件を

同じにするために、プロペラを作るための紙コップ

と土台を同じにする。

実験Ⅲ　

　3,5,8,10枚のプロペラを使って、同じ風速の風を
与え発電する電流の大きさを比較する。

4.結果　
【結果Ⅰ】

　サーキュレーター　中　1.57m/s
強　1.75m/s

【結果Ⅱ】

　

プロペラの枚数と電力の関係

10枚 8枚 5枚 3枚

中 80-90 100-
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70-80 50-60
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150
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120

90-
100

・プロペラの枚数が８枚のときが一番電流が高かっ

た。

・仮説として考えていたプロペラの枚数は、

多すぎると逆に電流は低下してしまうことがわかっ

た。

　

5.考察
　①風を受ける面積が増え回転率が

高くなるから。

　②コスト面や安全性でどうしても難しいから。

6.今後の課題と展望
　①なぜ３枚より８枚のほうが 発電力があるのか。
　 ②なぜ８枚のプロペラが 使用されていないの
か。
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